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≪Cチーム 生徒作成報告書≫ 
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 ≪Dチーム 生徒作成報告書≫ 
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≪Eチーム 生徒作成報告書≫ 
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 ≪Fチーム 生徒作成報告書≫ 

     

 

 

 

 

≪Gチーム 生徒作成報告書≫ 
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≪Gチーム 生徒作成報告書≫ 
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8) 授業担当者感想等   

社会マネジメント科では，「社会貢献活動について学び，行動すること」をテーマに  

掲げています。本事業を通じて，生徒たちは「観光」や「観光ビジネス」の分野につい

て学び，世界や日本，地元の高知，さらには他の地方や地域における課題に取り組み，

その解決策を考えながら，実践的な力を養うことを目指してきました。昨年度，中心科

目として学習した「観光ビジネス」では，次の２点が学びの成果として挙げられます。 

① 地域や国の観光資源を最大限に活用し，地域経済にプラスの影響を与える力を身に  

つけること。 

② 高知の独自の文化や自然，歴史的な場所を活かして観光業を発展させることで，地

域経済を刺激し，雇用増加や活性化を目指すこと。 

このような取り組みは，地域経済の持続可能な発展に寄与し，地元の魅力を広く発信

する役割を担うと感じています。 

しかし，令和５年度の取り組みを振り返ると，生徒たちが「本当の高知」「高知の魅

力」を十分に理解していない場面もありました。その背景には，幼少期から「高知は何

もない」という先入観が無意識に刷り込まれていることが影響していると考えられます。

この課題に対し，十分な検証の時間を確保できなかった点が反省点です。 

令和６年度には，「課題研究」「商品開発と流通」といった科目で，前年度に企画立

案した内容を「実行」に移すことに挑戦しました。実行の過程では，「実社会とのつな

がりをどう作るか」という課題に直面し，生徒たちは悪戦苦闘しました。その中で，生

徒たちの想いや考えに寄り添い，学びの場を提供してくださった企業や関係機関の方々

には心から感謝申し上げます。この経験を通じ，学校で身につけた知識やスキルは，学

校外の活動を通じてさらに深まることを改めて実感しました。 

これからの時代は，ロールモデルが存在しない中で，生徒自身が考え，決断し，行動
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する力が求められます。「失敗から学ぶ」のではなく，「失敗しながら学ぶ」ことの重

要性を生徒たちの活動から再認識させられました。また，昨年度に高知大学の石筒先生

からご示唆いただいた「国の光を観る（観に行く）」という「観光」の語源は，観光分

野に限らず，社会マネジメント科が目指す「地域貢献できる人材」を育成するうえで重

要な視点だと感じています。これからも「高知の光」にさらに光を当て，持続可能な地

域貢献を実現できる人材を育むべく，社会マネジメント科ならではの「観光」に取り組

んでまいります。 

※ 社会マネジメント科型「観光」 

…高知の魅力を観光によって引き立て，それが地域に貢献することに繋がる。 

 

昨年度の活動を振り返る中で，大きく２点の課題が浮かび上がりました。 

① 高知県の観光振興策の立案において，ビジネスモデルの視点が不足していた生徒た

ちは観光振興策を考える際に，地域の課題解決に向けた具体的な施策を提案しました

が，ビジネスモデルの視点が十分に持てていませんでした。そのため，持続可能な振

興策の構築には至らず，根本的な課題解決には結びつかなかったと考えています。 

② 次年度は，生徒の「創造力」や「企画力」を高める学習活動を充実させるとともに，

1 年次から学んできた他教科や商業科目との結びつきを強化し，より多角的な視点で

振興策を分析できる仕組みを取り入れたいと考えています。これにより，生徒のシ

ビックプライドを育み，観光が地域にもたらす効果や地域資源の魅力（光）を発信し，

地域観光を開発していく力を身に付けることを目指します。 

こうした課題の解決に向け，今年度は企業・自治体・大学と連携しながら，実社会の

課題に取り組む学習プログラムを展開しました。地域の方々と協働し，現場での学びを

重視することで，教室内では得られない実践的な思考力や協働力を養うことを目的とし

ました。授業を通じて最も大きな成果として感じたのは，生徒たちの自主性の向上です。

活動当初は「何をすればよいのか分からない」と戸惑っていた生徒も，プロジェクトを

進める中で主体的に行動し，自ら課題を見つけ，解決策を模索する姿勢が育まれました。

特に，県内の企業や教育機関へ企画を提案するために，市場調査やフィールドワークを

計画し，授業外の時間も活用しながら企画立案に取り組んでいたことは，大きな成長の

証と感じています。また，５人×７チームでのプロジェクト活動においては，それぞれ

のチームが関係機関と意見交換を重ねながら企画を進めたことで，相手の立場を考えな

がら交渉する力が養われました。その結果，全７チームが外部機関と連携し，自分たち

が見つけた「光」を発信するためのプロジェクトを実行することができました。 

一方で，指導の過程でいくつかの課題も明らかになりました。 

 

①  PBL（課題解決型学習）の特性上，生徒の成長度合いに差が生じた 

PBL の特性として，学びの成果が一律ではなく，生徒ごとの成長に差が生じること

がありました。そのため，学びのプロセスをどのように評価し，適切にフィードバッ

クするかが課題となりました。今後は，成果物の評価だけでなく，プロジェクトに取

り組む姿勢や成長のプロセスを可視化し，より適切な評価とフィードバックができる

仕組みを検討していきます。 
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② プロジェクトの進行管理とモチベーションの維持 

   ２年間にわたる活動では，生徒のモチベーションの維持が重要な課題となりました。 

 これに対し，定期的な振り返りの機会を設け，外部指導員の協力を得ながら学習の

意義を再確認する仕組みを取り入れました。特に，じゃらんリサーチセンター主席研

究員の森戸様や，高知県内の地域おこし協力隊ネットワーク「とさのね」から４名の

外部講師を招き，プロジェクトへのフィードバックを受ける機会を設けたことは，有

意義な取り組みとなりました。しかし，フィードバックの機会を十分に確保すること

が難しく，今後はより効果的な仕組みづくりが必要であると感じています。 

この２年間を振り返ると，生徒たちの成長を実感することができました。特に，地

域と関わりながら学ぶことで「地域の課題を自分ごととして捉える力」が養われたこ

とは，大きな成果の一つです。 

また，正解のない問いに対しては，単に答えを導き出すのではなく，人と人とのつ

ながりの中で仲間と共に自分なりの正解を創造していくことの大切さを実感しました。

生徒たちがプロジェクトを通じて，多様な価値観に触れながら試行錯誤し，自らの考

えを深めていく姿勢を育めたことは，今後の学びにも大きくつながると考えています。 

今後，社会マネジメント科地域実践コースを継続・発展させるためにも，活動を振

り返り，後輩へとつないでいくことが必要だと感じています。私自身，この２年間，

生徒と共に学びながら「答えのない問い」を投げかけ続けてきました。時には，正解

を求めすぎて生徒の主体性を阻害してしまったのではないかと考える場面もありまし

た。しかし，これからも生徒たちが自ら考え，地域課題に向き合いながら学び続ける

環境を整えていくことが，指導者としての役割であると再認識しています。今後も，

企業・自治体・大学との連携を深め，より実践的な学びの機会を提供することで，生

徒たちが地域の未来を担う人材として成長していけるよう，取り組みを進めていきま

す。 

 

9) 資料（生徒の振り返り） 

【１】あなたがプロジェクト学習を通じて身に付けた市商マネジメント力は何か。 

（令和６年 11月 29日実施 ２学期期末考査 答案より 抜粋） 

  

コミュニケーション力 14 

課題発見解決力     ９ 

プレゼンテーション力  ２ 

講義理解力       ０ 

I C T・英語活用力   ０ 

察する力        ２ 

失敗から学ぶ力     ７ 
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【２】あなたがプロジェクト

学習を通じて身に付けた

力の中で，市商マネジメ

ント力以外に何があると

考えるか。（令和６年 11

月 29日実施 ２学期期末

考査 答案より 抜粋） 

 

・計画性    ・効率性  

・長期思考力  ・発想力 

・行動力    ・頼る力 

・聴く力    ・想像力   

・交渉力    ・実践力  

・客観視する力 ・周りを見る力 

・こだわる力  ・企画調節力   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一緒に活動してくれる方のことを優先に考える力   ・リーダーシップ力 

・資料を作成する力      ・いろいろな人と繋がる力 

・必要な時にすぐ行動する力  ・これからのことを考えて行動する力   

・意見を伝える力       ・考えを深め，発信していく力  

・タイムマネジメント力    ・自分でアイデアを出す力   

・課題を分析し，今，できることを考える力         ・他者と協力する力 

・外の人と繋がろうとする力  ・最後までやり遂げる力   ・自分から行動する力 

・ルールを制定する力     ・臨機応変に対応する力    
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【３】チームでプロジェクトに取り組むにあたり，あなたのチームの成長や成果と課題を

説明しなさい。（令和６年 11月 29日実施 ２学期期末考査 答案より 抜粋） 

【成長・成果】 

○ プロジェクトが一気に進んで，やらないといけないことも増えたので，みんなの積極

性が増して，自分の役割が終わると自ら次にやることを探してやるようになった。また，

自分だけでは考えが思いつかない時などはすぐに仲間が聞いてくれ，聞かれた側も以前

よりも自分の考えを話してくれるようになった。 

○ プロジェクトを進行するスピードが上がった。課題を解決する方法をはやく導けるよ

うになった。小さな子どもたちに，海の貝を使った工作の楽しさを伝えることができた。

学校外の方々と繋がり，プロジェクトの計画を立てることができた。 

○ 最初は目的が曖昧で，なんとなく子ども食堂でイベントをやってみようという感じ

だったが，実際に子ども食堂に行ったり，子ども食堂で働いている方々のお話を伺う中

で，班員が考える目的や「こうなってほしい！」という願いがひとつになってきた。ひ

とりに任せきりになることなく，全員で活動に取り組むことができた。 

○ １回目のプロジェクトを振り返り，内容をブラッシュアップしたおかげで，反省点や

気づきを活かしながら 2回目のプロジェクトを行うことができた。 

○ はじめは，同じことを全員で取り組んだりして，役割分担がうまくいっていないこと

もあったが，企画書，アンケート用紙，スライドなどについて役割分担をし，班員が自

分の役割を果たしながら，取り組むことができた。 

○ イベント実施後，反省点も踏まえて自分たちの足りなかった部分に気づくことができ

た。また，地域のみなさんから「ありがとう」や「またイベントやろうね」という言葉

をかけていただいた。これらの言葉がとても嬉しく，地域に貢献するやりがいを感じた。 

○ １人ひとりがはっきりと意見を持ってプロジェクト進行に関われていること。期間が

長いこともあり，多く深いコミュニケーションが取れたことで，１人ひとりが話しやす

い環境ができた。プロジェクトは１人の力だけでは成功させられるものではないため，

全員が関わるプロジェクトにできたことは，１人ひとりの成長であると感じる。 

○ プロジェクトに関わっていただいている関係者の皆さまに対しても意見を言えるよう

になった。また，自分たち側の視点だけでなく，いろいろな立場の方々の視点を考えら
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れるようになったことで，視野が広がった。 

○ １人に仕事量が偏らないよう，班全員で平等に仕事を分担し取り組んだ。班内でそれ

ぞれの仕事の締め切りを設定し，効率よく活動ができている。関係者の方からは「仕事

が速くてありがたい」と褒めていただく機会が増えてきた。余裕を持って活動に取り組

めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

○ 計画を立ててやっているが，なかなか計画どおりに進まない，期日を守れない人もい

ること。また，授業時間以外での話し合いを計画したときには，全員の返信がなく，授

業以外での時間での進展が遅いこと。 

○ チームがマイナスなモードに入ると，抜け出すのがなかなか難しくなる。全員があて

はまるわけではないが，プロジェクトに対するやる気や責任感が欠けてしまうようなこ

とがあること。 

○ プロジェクトに取り掛かるのが遅くなってしまった。そのため，プロジェクトを実行

に移して感じた改善点や気づきなどを次のプロジェクトの実行に活かせない。 

○ １回目のプロジェクトをやり終えた達成感から，2 回目のプロジェクトを実施するに

あたっての計画や熱量が落ちていること。 

○ 2 回目の企画がなかなか決まらず，企画書を送付できていない。企画内容についても，

この企画をする意味や効果について考えることが不十分だった。 

○ 誰がどの部分を担当するのか，早く決まって取り掛かるスピードは速くなったが，一

定の時間集中したらすぐに集中力が途切れてしまい，次のやらなければならないことへ

の切り替えができない。 
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○ 長い活動期間を経て，仲が深まり，話しやすい環境ができた一方で，活動とは関係な

い私語が多くなっている。このことが原因で，なかなか話し合いが進まなかったりして，

他のチームより早く始めた企画であったが，逆に遅れをとってしまっているように感じ

る。 

○ １つひとつの質を上げていかないといけないと感じる。例えば，企画書やプレゼンの

資料である。高知の林業における人手不足の問題があまり知られていないのは，林業自

体のことが知られていないのではないかと仮説を立て，まずは子どもたちに高知の林業

について知ってもらいたくて子ども食堂での活動を企画した。現在，作成している資料

では，子どもたちに高知の林業の現状はうまく伝わらないと感じるので，ターゲットを

意識した資料に質を上げる必要がある。 

○ 文化祭の際に実施した活動とはターゲットが違うために，私たちの思いを伝えるため

の工夫が必要である。 

○ お弁当お惣菜大賞にエントリーして入賞できなかった経験から見えてきた課題がたく

さんあった。開発会議では味のことを中心に考えていたけれど，１次審査は書類審査で

あったため，商品の魅力や素材の魅力，開発に向けた自分たちの想いなどを相手に上手

く伝える力が足りなかった。 

○ 余裕がある一方で，そのことが原因で話し合いが脱線してしまったり，作業を後回し

にしてしまったりする場面があるのが課題。そのときにやらなければならないことをリ

スト化し，確認していくことが必要だと感じる。 
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⑶ 情報マネジメント科３年生・情報マネジメント科 ICT活用類型２年生 

1) 活動主体 

     高知商業高等学校 情報マネジメント科 ３年生 33名 

                〃     ２年生 21名（ICT活用類型） 

 

2) 実施授業 

３年生：課題研究・総合実践 

   ２年生：ネットワーク活用 

 

3) 授業の目的・ねらい 

【課題発見解決力・ICT活用力・自ら考え行動できる力】の育成 

   ３年生：科での学びを活かし，地元へ貢献できること 

       （デジタル技術を活用して高知へ貢献活動） 

     ２年生：プロが追及するデザイン・販売活動を学ぶ 

       （他者が興味を示すデザイン・情報発信の学習） 

 

4) 外部講師（敬称略） 

講師氏名(所属) 主な講義内容 

山﨑 美和 

（CHALAZA BRANDING） 

・ ブランディングデザインについて 

 →ブランドのコンセプトやメッセージを 

  視覚的な情報として伝える方法 

オウイエ・聖羅 

（株式会社 ソレクティブ 

コンテンツライター） 

・ SNS（Instagram）について 

 →写真撮影・投稿頻度・時間帯・コメント 

  などの効果的な方法 

吉川 淳二 

橋爪 淑子 

（株式会社 KICCA） 

・ ビーチサンダルデザイン 

・ 接客マナー・販売について 

淺井 英男 

（フリーデザイナー） 
・ デザイン全般について 

 

5) 教科横断的な授業 

【３年生】 

教科名 授業内容 

英語科 パンフレット掲載文（英文）の翻訳指導 

【２年生】 

教科名 授業内容 

英語科 販売時における接客対応（会話）指導 
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6) 実施実績 

     令和６年【３年生】 

月日（曜日） 授業・会議 内容 

４月 12日(金) 授業 課題研究とは 

４月 16日(火) 授業 問題と課題の違いについて 

４月 18日(木) 授業 課題の設定について 

４月 19日(金) 授業 個人で課題の設定 

４月 23日(火) 授業 個人プレゼン 

４月 25日(木) 授業 個人プレゼン 

４月 26日(金) 授業 プレゼン振り返り 

４月 30日(火) 授業 テーマの設定 

５月１日(水) 授業 問題点の洗い出し 

５月９日(木) 授業 調べ学習（インターネット・学校図書館） 

５月 14日(火) 
校外学習 文献等調査 

・場所：オーテピア図書館 

５月 16日(木) 授業 調査まとめ 

５月 23日(木) 授業 調査まとめ・発表準備 

５月 24日(金) 授業 発表準備 

５月 28日(火) 発表 グループ別成果報告会 

６月４日(火) 授業 発表振り返り 

６月６日(木) 授業 小グループ結成（４グループ） 

６月７日(金) 授業 グループ目標・個人目標の確認 

６月 11日(火) 授業 グループ別予定表作成 

６月 13日(木) 

授業 

校外学習 

グループごとの活動 

フィールドワーク 

・場所：木曜市 

６月 14日(金) 授業 グループごとの活動 

６月 18日(火) 

授業 

校外学習 

グループごとの活動 

フィールドワーク 

・場所：土佐市商店街 

６月 20日(木) 授業 グループごとの活動 

６月 21日(金) 

授業 

会議 

進捗状況発表準備 

【商店街イベント企画提案】 

・場所：土佐市役所 

・参加者：土佐市商工会 

     土佐市役所産業振興課 

・内容：土佐市商店街イベント企画について 

６月 25日(火) 授業 調査まとめ・解決策発表準備 

６月 27日(木) 発表 グループ別成果報告会 
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７月４日(木) 授業 グループごとの活動 

７月５日(金) 授業 グループごとの活動 

７月９日(火) 授業 グループごとの活動 

７月 11日(木) 授業 デザイン全般についての講義 

７月 12日(金) 授業 グループごとの活動 

７月 18日(木) 授業 夏休みの行動計画 

８月４日(日) 

校外学習 【高知県産業 PRイベント】 

・場所：イオンモール高知 

・内容：小中学生 ICT体験講座開催 

９月３日(火) 発表 グループ別夏休み成果報告会 

９月６日(金) 授業 グループごとの活動 

９月 10日(火) 授業 グループごとの活動 

９月 11日(水) 
校外学習 【商店街イベント企画提案】 

・場所：土佐市役所 

９月 12日(木) 授業 グループごとの活動 

９月 13日(金) 授業 グループごとの活動 

９月 17日(火) 授業 グループごとの活動 

９月 20日(金) 
会議 

ｵﾝﾗｲﾝ 

【日曜市プロジェクト企画提案】 

・きみのたねこうぼう 

９月 24日(火) 
校外学習 【ICT出張講座】 

・場所：高知市立旭東小学校 

９月 26日(木) 
校外学習 【ICT出張講座】 

・場所：高知市立旭東小学校 

９月 27日(金) 授業 中学生体験入学時の授業計画・準備 

10月１日(火) 授業 中学生体験入学時の授業計画・準備 

10月６日(日) 
校外学習 【日曜市プロジェクト】 

・場所：日曜市フィールドワーク 

10月８日(火) 授業 中学生体験入学時の授業計画・準備 

10月 17日(木) 授業 中学生体験入学時の授業計画・準備 

10月 18日(金) 

授業 

校外学習 

グループ別成果報告会 

【商店街イベント企画提案】 

・場所：土佐市役所 

10月 24日(木) 授業 中学生体験入学時の授業リハーサル 

10月 25日(金) 学校行事 中学生対象体験授業実施（体験入学） 

10月 29日(火) 

校外学習 【商店街イベント企画試写】 

・場所：土佐市ドラゴン広場 

【ICT出張講座】 

・場所：高知市立西部中学校 

10月 31日(木) 授業 グループごとの活動 
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11月１日(金) 授業 グループごとの活動 

11月５日(火) 授業 グループごとの活動 

11月７日(木) 
授業 

校外学習 

【日曜市プロジェクト】 

・場所：木曜市フィールドワーク 

11月８日(金) 授業 グループごとの活動 

11月 12日(火) 
授業 

校外学習 

【日曜市プロジェクト企画提案】 

・場所：高知市役所 

11月 14日(木) 授業 グループごとの活動 

11月 15日(金) 授業 グループごとの活動 

11月 17日(日) 
校外学習 【日曜市プロジェクト】 

・場所：日曜市フィールドワーク 

11月 19日(火) 
校外学習 【商店街イベント企画試写】 

・場所：土佐市役所 

12月 4日(水) 校外学習 
【商店街イベント企画試写②】 

・場所：土佐市役所 

12月８日(日) 校外学習 
【商店街イベント企画本番】 

・場所：土佐市役所 

12月 13日(金) 校外学習 
【ICT出張講座】 

・場所：高知市立泉野小学校 

12月 17日(火) 校外学習 
【ICT出張講座】 

・場所：土佐市立蓮池小学校 

 

 令和７年【３年生】 

月日（曜日） 授業・会議 内容 

１月９日（木） 授業 
グループごとの活動 

グループまとめプレゼン準備① 

１月 10日(金) 授業 
グループごとの活動 

グループまとめプレゼン準備② 

１月 14日(火) 授業 
グループごとの活動 

グループまとめプレゼン準備③ 

１月 16日(木) 授業 
グループごとの活動 

グループまとめプレゼン準備④ 

１月 17日(金) 授業 グループまとめプレゼン① 

１月 21日(火) 授業 グループまとめプレゼン② 

２月９日(日) 校外学習 
【日曜市プロジェクト】 

小学生対象日曜市体験ツアー 

２月 13日(木) 発表会 課題研究発表会 
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     令和６年【２年生】 

月日（曜日） 授業・会議 内容 

４月 15日(月) 授業 ビーチサンダルデザイン公募開始 

４月 16日(火) 授業 
ビーチサンダルデザイン 

 テーマ・レイアウト開始 

４月 22日(月) 授業 ビーチサンダルデザイン制作（PhotoShop活用） 

５月 14日(火) 授業 

先方へ各生徒の制作物プレゼンテーション実施 

ビーチサンダルデザイン講評および結果発表 

ビーチサンダルデザインブラッシュアップ開始 

５月 17日(金） 
授業 

ｵﾝﾗｲﾝ 
ブランディングデザインについての講座 

６月３日（月） 
授業 

ｵﾝﾗｲﾝ 

SNS（Instagram）を活用した情報発信のための

SNS（Instagram）活用講座 

６月４日（火） 授業 ノベルティのテーマ出し 

６月 10日（月） 授業 
ノベルティ制作開始 

ビーチサンダルデザイン加工開始 

７月４日（木） 
授業 

校外学習 

接客マナー講習・販売当日の OJT 

高知蔦屋書店にて販売活動準備 

接客マナー研修 

７月６日（土） 校外学習 高知蔦屋書店にて販売活動実施（１日目） 

７月７日（日） 校外学習 高知蔦屋書店にて販売活動実施（２日目） 

７月８日（月） 授業 生徒振り返り 

 

7) 生徒の感想等 

【３年生】 

≪ICT出張講座≫ 

・ 物事を簡単に伝えようとして「必要な情報」が欠如してしまうことがあった。書

類や成果報告で伝わるように「結果」から述べて重要な部分を「誇張」したり「観

点別」にまとめるようにしたりする工夫をした。児童に教える際も実際に見せなが

ら体験してもらったり，出来るだけ「分かりやすい単語」で話したりした。また，

普通の会話も取り入れることで警戒心を解いてもらったり「興味」を示してもらえ

るように質問したりしながら「体験活動」を行ってもらった。それにより児童たち

に「デジタル技術」への興味関心を深めてもらうという目標を達成することが出来

た。 

・ 周りが何を求めているのか，どのように動いたら効率よく進むのかなど，その都

度考えながら行動することができるようになった。 

・ 多くの失敗があったが，その反省点から改善を繰り返してよりスキルを磨いてい

くことの大切さを学ぶことができた。 
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    ≪商店街イベント企画≫ 

・ 様々な困難にぶつかりその度に悩み，何度もやめてしまいたいと思っていた。し

かし，先生たちの助言や班の中でこれからはどうしていくのか話し合い全員で協

力することで，困難を乗り越えることが出来た。正直良いことばかりではなかった

けれど，一つのプロジェクトとしてやり通して初めて「やりがい」を感じることが

でき，この活動が出来て本当に良かったと思う。情報共有の大切さや前々から計画

を立ててそれに沿い実行することの大切さ，自分たちの中で意見を決めておくこ

との大切さなど，様々なことに身をもって学べた課題研究だった。 

・ 様々なソフトの技術を習得することもできたし，察する力や積極的に動く力，臨

機応変に対応する力が身についたので，卒業後もこの授業で学んだことを活かし

たいと思います。 

・ 自分が行う行動に対して何が起きるのか，それに伴ってたくさんの視点からの対

処法をしっかり考えることでミスを減らすこともできるし，安心して作業に取り

掛かることができることを体感できた。私は共同作業が苦手だったけど，今回グ

ループで動くことで共同作業の面白さも感じることができたし，グループで活動

を進める上で大切なことを学ぶことができた。 

 

    ≪日曜市プロジェクト≫ 

・ 「自分，これにしようか？」や「自分これやるよ！」という声掛けを行い，班内

で意見を出し合う時，積極的に発言することが出来た。 

・ チームの仲が良くて明るいことが特徴だったので，みんなに何かを指示したり

やってほしいと言ったりすることが困難に感じた。その結果，パワーポイントや文

章作り，アイデア出しを一人でやってしまう状態が多く，自分の気持ちをうまくコ

ントロールできない時もありました。しかし，今はみんなに対してちゃんとやって

ほしいことも言えるようになったし，言ったからといって「嫌われる」わけでもな

いことを実感しました。 

・ 課題研究の活動を通して，状況に合わせて自己で考えて行動する力，アイデアを

創造する力，先を見通す力，さまざまな視点に立って多角的に物事を考える力を身

につけることができた。 

 

 【２年生】 

・ お客様が選ばれるデザインは自分が作りたいものではないということ。テーマに

沿ってイメージを膨らませる大切さを学んだ。 

・ 情報発信をするにあたって「Instagram」を活用した。オンライン講座で学んだ

ことを生かしてやれたと思う。 

 

8) 授業担当者感想等 

    【３年生】 

     活動の中で主体性を生かしたことにより，現状何をしているのかが把握しきれ

なかった。そのことにより先方へ迷惑をかけることがあった。その点が反省点であ
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る。毎時間各グループのリーダーから連絡・報告を行うよう指示していたが，教員

と生徒とのミーティングの回数が少なかったことにより上記のようなことが起

こった。今年度の課題を改善点とし，次年度への活動につなげていきたい。 

【２年生】 

昨年の反省点を踏まえスケジュールを前倒しした形でスタートした。先方との

打ち合わせを前年度より多く行い，生徒たちへの発信機会をより多くしたことに

よって「デザイン」に関するブラッシュアップの時間を設けることが出来た。ただ，

機材（レーザ加工機）をレンタルしなければならない状況は昨年，一昨年も同様で

あり，期日が限られた中で生徒の創造性を生かしたノベルティ等に時間をかける

ことが出来ないのは残念である。 

 

9) 生徒の変容【３年生】 

  昨年からの変更点として「自ら伸ばしたい力」を各生徒への投げかけとして

「テーマ」を持たせ活動を指示した。各グループでのプロジェクトにあたり，昨年

同様本校が掲げているスキル２点「課題発見解決力」・「ICT活用力」と情報マネジ

メント科独自で設定した「自ら考え行動する力」を活動前，活動後に分けて「個人

レポート（４点の力）」として実施した。生徒の振り返りにもあるように「生徒自

身が主体」となり，学校外にて活動を実施することは，日頃の学習活動とは違い「受

動的から能動的」な姿へ変化していった。ただし，自らの探究心をより高めながら

も「他者の意見」に耳を傾け，得た情報を「共有」する点，仲間とともに課題を解

決する「協調性」を養うことは若干乏しいものとなった。学校外との連携（企業・

官公庁・学校）において生徒が足を運び企画の提案，再構築（ブラッシュアップ）

などコミュニケーション力や様々な力のレベルが一段上がったのが見てとれた。 

 

【２年生】 

  ビーチサンダルへレーザ加工するデザインを各自が作成した。PhotoShopを活用

し，自らが発案するデザインを創作。あくまでも「自己主観のデザイン」である。

その制作物に対し，株式会社 KICCA様へ各個人がプレゼンテーションを行った。一

定の評価をいただいたが，この点はという感じでリクエストを受けた。前回までと

は違い「求められていること」に対してブラッシュアップを行う。自らの考えが１

度で認められないということを生徒自身が肌で学習した。そのことを踏まえ，分野

別の専門家（講師）からオンラインではあるが，「デザインに関する必要な知識」

やイベントを行う「情報の発信の仕方」「接客時のマナー」などを習得した。販売

前日は，日頃大人しい生徒が広報担当者としてテレビ局からの取材対応，店頭に来

てくださったお客様への対応など「コミュニケーション力」が一段と上がったのが

見てとれた。 
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10) 授業風景（画像） 

  ・ICT出張講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・商店街イベント企画 
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  ・日曜市プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・デザインビーチサンダル販売実習 
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８月 27日 (火) 会議 

【総合型地域スポーツクラブについて】 

・総合型地域スポーツクラブとして高知商業が

ハブになることでどのようなことが地域に貢献

できるのか，事例など踏まえながらミーティン

グを行った。 

10月23日（水） 会議 

【塚ノ原保育園との打合せ②】（園に訪問） 

・２回目の活動計画の説明 

・注意事項や配慮の確認など 

10月28日（月） 活動 

【塚ノ原保育園児とのスポーツ交流②】 

・場 所：高知商業高等学校 第１･２体育館 

・参加者：塚ノ原保育園 年長児 30名 

引率２名 

スポーツマネジメント科３年生 34名  

・内 容：手打ち野球・的あてキックベース・

ころがしドッヂボール 

・園児にアンケート調査 

11月 15日 (金) 会議 

【12月来校に向けて授業内容打合せ】 

・２回の交流の振り返りと最後の交流に向け

て，指導内容の質を高めるために身体的・心理

的アプローチなど講義と実践を行うことに決

まった。 

12月16日（月） 
授業・ 

活動 

【講義】アスリートとしての役割・責任 地域

貢献について（園児とのスポーツ交流・ス

ポーツ指導） 

・「良い交流とは？」活動後に，どうなったら

成功といえるのだろうか。 

・園児に「楽しい」と思ってもらえたら成功。

その質を高めるためには，“準備が最重要”

である。 

・マズローの欲求段階の学び 

 

【グループワーク】 

ワーク①心理的安全性をだすために，何をする

のか。 

ワーク②園児たちとの繋がり感をだすために，

何をするのか。 

ワーク③どんなところを評価する（褒める）の

か。を考える。 

・子どもたちがうれしい事 



56 

 

 ―話しかけられる 

 ―名前を呼ばれる 

 ―ハイタッチする 

 ―一緒に動く 

 ―気にかけられる 

・活動後に園児たちに好かれたり，「もっとや

りたい」という言葉がでたら良い。 

・メニュー紹介 生徒を園児に見立てて芹沢氏

が説明しながら実演。 

１月９日（木） 会議 

【塚ノ原保育園との打合せ③】（電話） 

・３回目の活動計画の説明 

・注意事項や配慮の確認など 

１月 14日（火） 活動 

【塚ノ原保育園児とのスポーツ交流③】 

・場 所：高知商業高等学校 第１･２体育館 

・参加者：塚ノ原保育園 年長児 30名 

引率２名 

スポーツマネジメント科３年生 34名  

・内 容：追いかけっこ・ボール当て鬼ごっ

こ・ころがしドッヂボール２ 

 

8) 生徒の感想等 

保育園児へのスポーツ指導活動を通して，一番変化を感じた市商マネジメント

力はどの力か，またその理由を問うた高校生へのアンケートによると，21 名が

「コミュニケーション力」，６名が「課題発見・解決力」，４名が「察する力」，

３名が「失敗から学ぶ力」を選択した。 

園児との交流ということもあり，互いにコミュニケーションを取り合うことが，

普段同年代の高校生同士との話し方や言葉遣いでは，通用しない場面が多々あっ

たことがあげられそうである。 

実際に，生徒が選択した理由や具体的なエピソードは次のようになっている。 
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「コミュニケーション力」を選択した生徒の理由 

・ 園児にルールを説明するときに，わかりやすく伝えるために園児でもわかるぐらいの言葉で

伝える方法を考えた。一回目の時と比べると，今回はかなりわかりやすく説明することができ

た。 

・  2回目の交流の際に自分たちの班でしたくないという子がいて，その子に対してうまくコミュ

ニケーションがとれて最後まで一緒に交流できた。 

・  園児とたくさん話したため身についたと思いました。 

・  小さい子は苦手だったけれどコミュニケーションをとって行くうちに段々と楽しくなり，小さい子

も苦手じゃなくなりました。 

・  園児と関わる時に質問したり話が盛り上がったり，コミュニケーションをとることで楽しさが倍

になったなと気づくことができました。 

・  臨機応変に対応し，恥ずかしくても園児としっかり喋ることでコミュニケーション力が向上した

と思ったから。 

・  保育園児と仲良くなるために，こっちから話しかけたりしたから。 

・  自ら園児にコミュニケーションを取ることができ，楽しませることができたから。 

・  歳が離れてて話しにくい時があったけど向こうからも声をかけてもらったりしていろんな場面

で伝えたり伝えてもらったりする場面があったから。 

・  園児が緊張しないように，自分から声をかけたり，ハイタッチをしたりして積極的にコミュニ

ケーションをとるようにした。人見知りな子でも話しかけたら段々喋ってくれるようになった。 

・  一番最初に園児たちと遊んだ時は，上手くコミュニケーション取れずに泣かれました。あんまり

ガツガツいきすぎてもダメだと分かり，そこからは同じ目線に立ってゆっくりコミュニケーション

を取るように意識しました。 

・  普段友達と話す感じで園児に話しかけると怖がられてしまうので目線を合わして口調を優しく

して話しました。 

・  話さない子も積極的に話しかけて，みんなが楽しめるような空間を作ることができた。 

・  園児が話しやすい話題を自分からふって沈黙がないようにした。 

・  幼児との関わり方が知れた。 

・  園児たちと仲良くできるようにコミュニケーションをとれるようにしてきた。 

・  園児たちと遊びをする前のペア決めなどをする時に積極的に関わっていったり，僕たちのして

いたゲームでは逃げる側から当てる側に変わるなどゲームの中で立場が変わる場面も多かっ

たため，その際に「私投げたい！」「僕逃げる！」などといった会話以外でのコミュニケーションが

取れていたと思うので良かった。 

・  終わった時に「またやりたい」「もう終わるの？」などと楽しかったと言ってくれた。たくさ

んの園児と話すことができ，コミュニケーションをとることができた。 

・  困っている園児にルールとかトイレの場所などを教えてあげた。園児の立場になって考え

ることが大事だと思った。 

・  小さい子どもとの対応の仕方，低い姿勢でしゃべった方が，子どもたちはしゃべってくれ

た。 

・  園児と関わる中で色んな事を話せた。 
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「課題発見・解決力」を選択した生徒の理由 

 

・  何回もやっていくうちに園児がもっと動きたそうにしていたのに気付いて課題に感じたし時間も

いっぱい使えていないと気付いたら次からみんなで話し合って改善をしていけた。 

・  園児が楽しくなるように周りを見て動いた。 

・  野球をやったときに難しすぎてやりにくかったリ，偏りがあったため，ケイドロにして平等に遊べ

るように課題を発見して次に繋げることができた。 

・  第一回目は氷穴で範囲を決めていたがそれを無視する子達がたくさんいた。第二回からは

もっとシンプルで園児でもサッと理解できるゲームに変えたこと。 

・  だるまさんが転んだ，で距離が短くてすぐ捕まったので距離を伸ばす。 

・  1回目からやった時より，3回目では園児がやって楽しいって思ってくれたり，楽しいだけじゃ

なくて園児から出る「まだやりよりたかった」って言われた時は嬉しかったし 2回目の時はそん

な言葉があんまり聞けなかったけど 3回目聞けてそれは自分たちで考えてやったらスポーツが

よかったと思うし，2回目のことから反省を生かしてできたと思う。 

「察する力」を選択した生徒の理由 

 

・  園児の表情や行動を見て何をサポートしたらよいかや，予測したりすることをした。 

・  すぐ動いてしまったりボールなど近くにあったら集中できなくなるので幼児の死角の後ろに

ボールを並べ直した。 

・  園児が疲れてきたなって思ったら休んだり，トイレじゃないかなって気にかけたりできたから。 

・ルールをわかってない子や困った子がいたら聞かれる前に気づいて対応することができた。 

「失敗から学ぶ力」を選択した生徒の理由 

 

・  ルール設定の時に前回の反省の動作をもっと増やすということを次に活かすことができ，止ま

る，走るの他に投げる動作も入れられたこと。 

・  子供に立ったまま話したら聞いてくれなかったから，座って話したら聞いてくれた目線を合わせ

る大切さ，を失敗から学んだ。 

・  ３回の取り組みの中で，回数を重ねるごとにメニューが改善されていったり，話し合いの中で

も前回の取り組みを参考に考えることができていたから。 
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9) 授業担当者感想等 

 

今年度は，昨年度に学んだ内容を活かした実践を行った。学んだ内容とは，幼少

期に養うことでその後の競技力向上につながる３つの力①コミュニケーション力②

身体を養う（身体能力・神経系）③判断・決断力の要素，具体的には「加速」「減

速」「切り返し・方向転換」の動き含む運動（遊び）を体験することが重要である。

そして，その体験活動の内容を高校生が考えて，保育園児にスポーツ体験活動指導

を行った。 

 

① ６月 13日 

１回目の園児を本校体育館に迎えての，スポーツ交流・スポーツ指導実践を

行った。体育館の入り口で園児を出迎え対面し，挨拶や自己紹介，簡単な準備運

動を全体で行った。 

その後は，３グループ（園児 10名程度）に分かれて３か所で，それぞれ異なっ

たスポーツ活動１グループ約 10分の活動が始まった。 

10分の活動を行い，５分間の水分補給と移動・休憩とした。 

はじめは互いに緊張気味ではあったが，事前の関係性つくりの甲斐もあり，す

ぐに距離感は縮まったように感じた。 

外部講師の芹沢氏から学んだ，園児との接し方やしゃべり方，説明のポイント

など工夫しながら，高校生は園児と一緒に活動することができていた。 

活動後には，園児へのインタビューを行い，「楽しかったですか？」「どんな

ところが楽しかったですか？」などと活動の振り返りを行っていた。リーダー役

となった生徒が園児への言葉がけや説明の仕方が分かりやすく，園児が汗をかき

ながら楽しめていたのが印象的であった。 

 

② 10月 28日 

２回目の園児を本校体育館に迎えての，スポーツ交流・スポーツ指導実践を

行った。２回目の今回は，１回目よりも運動量・運動強度などを高めた運動を計

画して園児に活動をしてもらった。今回はボールを使った運動があり，ボールを

手で打ったり，飛んできたり転がってきたボールを捕って投げたり，ボールに当

たらないように逃げたり，飛び越えたり，ボールを蹴って的を狙ったりと，１回

目の運動よりもルールと活動の難易度を高めた活動を行った。ボールを見て当た

らないように逃げる動き「見て」「判断して」「動く」という活動は，判断力・

決断力，そして身体を思い通りに動かす能力が養われる運動となっていた。また，

園児同士でボールの行方を伝えあうコミュニケーション力も必要である運動を，

遊びの感覚で体験することができていた。 

 

③ １月 14日 

３回目の園児を本校体育館に迎えての，スポーツ交流・スポーツ指導実践を

行った。３回目の今回は，２回目の活動をアレンジして，ボールの大きさや数を
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10) 授業風景（画像） 

▼６月 10日 スポーツマネジメントⅠⅡⅢ授業 

３年生が１年生を園児に見立ててスポーツ指導をしている場面と，その活動を芹沢氏が見てアドバイスをしている場面 
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▼６月 13 日 スポーツマネジメントⅢ授業 塚ノ原保育園とのスポーツ交流① 
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▼10月 28 日 スポーツマネジメントⅢ授業 塚ノ原保育園とのスポーツ交流② 
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▼12月 16日 スポーツマネジメントⅠⅡⅢ授業 
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▼1月 14 日 スポーツマネジメントⅢ授業 塚ノ原保育園とのスポーツ交流③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




